
全国のライブハウス／ミュージッククラブ
（ライブバーやライブカフェ、DJ バー等を含む）

を運営する事業者へのアンケート

【実施期間】
2020 年 7 月 29 日～8 月 21 日

【実施団体】
一般社団法人ライブハウスコミッション / 日本ライブハウス協会 / 日本ライブレストラン協会
大阪ライブハウス連絡会 / ナイトクラブエンターテイメント協会 / ミュージック・バー協会

クラブとクラブカルチャーを守る会 / SavetheLittleSounds / SaveOurSpace

集計協力︓　東京都立大学 日高良祐
※総回答数 433 件、うち有効回答数 410 件



設問3

店の所在地を教えてください。

東京都

大阪府

静岡県

北海道

愛知県

福岡県

神奈川県

宮城県

福島県

長野県

千葉県

133

30

25

25

19

17

14

12

12

11

10

茨城県

岐阜県

宮崎県

三重県

石川県

奈良県

和歌山県

岩手県

香川県

高知県

山形県

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

山梨県

鳥取県

島根県

福井県

熊本県

佐賀県

山口県

滋賀県

秋田県

栃木県

富山県

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

広島県

兵庫県

沖縄県

岡山県

京都府

群馬県

埼玉県

新潟県

青森県

大分県

愛媛県

9

8

6

5

5

4

4

4

4

4

3



設問4

店の形態を教えてください。

ライブハウス
ライブバー／ライブカフェ／ライブレストラン 
DJ バー
ミュージッククラブ
その他
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥

71%
14%
6%
4%
5%
1%①

②

③

④ ⑤ ⑥



設問5

店のキャパシティーを教えてください。

101～250人
50人以下
51～100人
251～ 500人
501人以上
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥

166

74 70 70

29

1

① ② ③ ⑤④ ⑥



設問6

経営体制を教えてください。

株式会社
個人事業主
有限会社
合同会社
その他
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥

42%
37%
18%
1%
1%
1%

①　

②

③

④
⑤ ⑥



設問7

現在の営業状況を教えてください。

入場制限を行い、店内に客を入れる形での営
業を行っている
店内に客を入れない形での営業（ライブ配信
やグッズ販売等）を行っている
飲食店としての営業を行っている
まったく営業していない
従来通り営業している
近く廃業する予定
すでに廃業した
その他

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

280

①

138
95

47
16 11 1

30

② ③ ⑤④ ⑧⑥ ⑦



設問8

設問７で「近く廃業する予定」「すでに廃業した」と回答した方にお尋ねします。
廃業の時期はいつですか。

８月以降
４月

①
②

92%
８%

①

②



設問9

設問７で「近く廃業する予定」「すでに廃業した」と回答した方にお尋ねします。
廃業の理由を教えてください（複数回答可）

運営資金が尽きたため
先の営業の見通しが立たなかったため
融資を受けられなかったため
気力が尽きたため
元々廃業予定だったが、新型コロナウイルス
感染拡大の影響で廃業時期が早まった
従業員が離職したため
新型コロナウイルス感染拡大に関わらず元々
廃業予定だった

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

10 10

4
2 2

1 1



設問10

設問９で「新型コロナウイルス感染拡大に関わらず元々閉店予定だった」以外を選択した方にお
尋ねします。国や地方自治体からの迅速かつ十分な支援があれば営業を継続することができたと
考えますか。

とてもそう思う
どちらとも言えない
あまりそうは思わない
まったくそう思わない

①
②
③
④

4
4
1
1

①

②

③
④



新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（2月）

設問11 - 1

売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

6

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

6 9 4 11
25

18

55 60
75

131

10



設問11 - 2

売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

26

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

45 45 45
38

73

37

49

23

9 14
6

新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（3月）

設問11 - 2



売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

197

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

115

23 10 13 3 5 2 0 2 4
36

新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（4月）

設問11 - 3



売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

207

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

106

20 15 12 1 0 1 0 3 5

40

新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（5月）

設問11 - 4



売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

88

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

123

63
53

30 23
13

5 2 1 4 5

新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（6月）

設問11 - 5



売上予想比で10割減収となった
売上予想比で9割減収となった
売上予想比で8割減収となった
売上予想比で7割減収となった
売上予想比で6割減収となった
売上予想比で5割減収となった
売上予想比で4割減収となった
売上予想比で3割減収となった
売上予想比で2割減収となった
売上予想比で1割減収となった
影響はない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

34

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

105

79

61

43 42

21
7 6 2 4 6

新型コロナウイルス感染拡大に伴い売上の減収はありましたか（7月）

設問11 - 6



設問12

設問 11 で「影響はない」以外を選択した方にお尋ねします。減収を補うために、どんな対策を
取りましたか（複数回答可）

グッズ販売やクラウドファンディング等の自
助努力でできる取り組みを行った
融資を受けた
貯金を切り崩した
物品の購入をストップした
スタッフを解雇した
今のところ対応していない
その他

①

②
③
④
⑤
⑥
⑦① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

166 164
134

56

24
9

46

※その他…家賃減額や支払猶予の交渉を行った
　　　　　国や地方公共団体からの助成制度の活用
　　　　　アーティスト等からの寄付や支援を受けた
　　　　　別事業での収入で賄った 他



設問13

月々の店の維持費はどれくらいですか。

～100万円
101～200万円
201～300万円
301～400万円
401～500万円
501～600万円
601～700万円
701～800万円
801～900万円
900～1000万円
1001万円以上
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

148

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

100

64

32

13 14
5 6 8 2 10 8

⑪
⑫



設問14

1ヶ月の売り上げが設問13で答えた維持費を下回った月はありますか（複数回答可）

2月に売り上げが維持費を下回った
3月に売り上げが維持費を下回った
4月に売り上げが維持費を下回った
5月に売り上げが維持費を下回った
6月に売り上げが維持費を下回った
7月に売り上げが維持費を下回った
ない

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

75

255

376 376 361 327

8



設問15

新型コロナウイルス感染拡大に伴い営業自粛を行いましたか（複数回答可）

2月に営業自粛を行った
3月に営業自粛を行った
4月に営業自粛を行った
5月に営業自粛を行った
6月に営業自粛を行った
7月に営業自粛を行なった
行っていない

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

42

188

386
391

285

151

10



設問16

設問 15 で「行っていない」以外を選択した方にお尋ねします。営業自粛期間中はどのような活
動を行っていましたか（複数回答可）

ライブ配信
オンラインでのグッズ販売
クラウドファンディングの実施
レストランやバーとしての営業
活動していなかった
その他

①
②
③
④
⑤
⑥

① ② ③ ⑤④ ⑥

173

128

69 67 66

31

※その他…リハーサルスタジオ、レコーディング
　　　　　スタジオとしての稼働 他



設問17

設問 16 で「ライブ配信」と回答した方にお尋ねします。ライブ配信での売上は通常時の売上と
比較して何％ぐらいの売上になりましたか。

～10%
11～20%
21～30%
31～40%
41～50%
51～60%
61～70%
71～80%
81～90%
91～100%

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

81

⑨⑧ ⑩

32 27 25

13
6 0 0 2 0



設問18

国や地方公共団体の助成で活用した（もしくは申請中の）ものはありますか（複数回答可）

持続化給付金
雇用調整助成金
実質無利子・無担保の融資制度
持続化補助金
文化芸術活動の継続支援事業
コンテンツグローバル需要創出促進
補助金（J-LODlive）
その他

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

349

178 172
116

69
23 46



設問19

国や地方公共団体からの支援は十分だと思いますか。

まったくそう思わない
あまりそうは思わない
どちらとも言えない
ややそう思う
とてもそう思う

①
②
③
④
⑤

43%
32%
19%
6%
1%

①

②

③

④ ⑤



設問20

今後、国や地方公共団体に期待する助成はなんですか（複数回答可）

自粛要請に伴う減収の補填
家賃補助
持続化給付金の再給付
消費税の減税
ライブ配信のための機材費等の補償
営業再開後の感染症対策にかかる費用
（アクリル板設置等）の補償
雇用調整助成金の拡充
無利子融資額の引き上げ
その他

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

318 304 295
242

198 181
152

⑧ ⑨

110

25



設問21

設問 15 で営業自粛を「行った」と回答した方にお尋ねします。店に客を入れてのライブ営業は
いつから再開する予定ですか。

4月以前に再開した
5月中に再開した
6月中に再開した
7月中に再開した
8月中に再開予定
9月以降に再開予定
未定
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

1 8

134

34
24

61

⑧

6

130



設問22

通常営業時と比べて、営業再開後のライブ開催頻度はどのくらい変化していますか。設問 21 で
すでに再開したと回答した方は現在の状況から、今後再開予定と答えた方は将来的な状況を予想
してお答えください。

通常通り
通常時より1割減
通常時より2割減
通常時より3割減
通常時より4割減
通常時より5割減
通常時より6割減
通常時より7割減
通常時より8割減
通常時より9割以上減
通常時よりも増えている
答えられない
（まだ活動再開時期が未定など）

無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬

① ② ③ ⑤④ ⑥ ⑦

6

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫

3
9

18 16

49

23

64
76 79

1

47

19

⑬



設問23

現在どの程度、店に客を入れたイベントの予定が決まっていますか。通常時のライブ開催本数を
100%として、現在決まっている（もしくは企画途中の）ライブの本数はどのくらいですか。

通常時の10%～30%程度しか予定が決まっていない、
企画が進んでいない（いつもに比べてほとんど企画で
きていない）
通常時の40～60%程度予定が決まっていたり、企画
が進んでいる（いつものだいたい半分くらいの本数は
企画できている）
現在、まだほぼ一本もライブを企画していない
通常時と同じくらい予定が決まったり、企画が進んで
いる。通常時の70～90%程度予定が決まっていたり、
企画が進んでいる（いつもよりは本数が少ないが、あ
る程度は企画できている）
通常時よりも多い本数のライブが決まっていたり、企
画が進んでいる
無回答

①

②

③
④

⑤

⑥

① ② ③ ⑤④ ⑥

254

69
58

22
1 6



設問24

設問 23 で「通常時よりも多い本数のライブが決まっていたり、企画が進んでいる」以外を選択
した方にお尋ねします。その理由についてお答えください（複数回答可）

ブッキングをしてもイベントが開催できるかわから
ないため
アーティストに出演を断られているため
ガイドラインに沿ったイベントの開催が難しいため
十分な感染症対策に不安があるため
海外からの渡航制限がブッキングに影響している
その他

①

②
③
④
⑤
⑥

① ② ③ ⑤④ ⑥

240

187 173

93

52
27



設問25

人数制限を行いながら客を入れてのライブ営業を再開した場合、店のキャパシティの何％程度の
人数制限であればお店の経営を維持することができそうだと考えますか。

～10%
11～20％
21～30%
31～40%
41～50%
51～60%
61～70%
71～80%
81～90％
人数制限を行った場合、経営
を維持することができない
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪

① ② ③ ⑤④ ⑥

22
12

40

82

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

71
85

54

14 117 12



設問26

配信ライブや客を間引いての営業等、縮小して営業を行う場合、イベンターやアーティストへの
ギャランティーは通常時と比べてどのくらいですか。まだ営業を行なっていない方は、どのくら
いになると見込んでいますか。

～10%
11～20％
21～30％
31～40%
41～50%
51～60%
61～70%
71～80%
81～90％
91～100%
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪① ② ③ ⑤④ ⑥

52

24

74

68

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

25 33
41

10

3429
20



設問27

配信ライブや客を間引いての営業等、縮小して営業を行う場合、PA や照明等、フリーランスの
スタッフを雇う機会は減りましたか。

大幅に減った
やや減った
あまり変わらない
増えた
その他
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥

59%
7%
15% 
3%
10%
7%  

①

②

③

④ ⑤
⑥

※その他…もともと雇っていない 他



設問28

現在懸念していることはなんですか（複数回答可）

店の継続
今後の営業方法
営業再開後の客足の減少
報道や行政等の施策による風評被害
従業員の雇用の継続
客を入れた営業再開後の感染症対策
営業再開時期
その他

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

① ② ③ ⑤④ ⑥

312 299

217 216

⑦ ⑧

111

21

344 327



設問29

国や地方公共団体の記者会見や、各メディアの報道で「ライブハウス」「夜の街」など特定の業
種を名指しされたことでどのような影響がある、またはあったと感じていますか（複数回答可）

客足の減少
イベントのキャンセル
出演アーティストのキャンセル
営業再開時期の遅延
その他

①
②
③
④
⑤

① ② ③ ⑤④

331

250

28

363 361

※その他…近隣住民等からの嫌がらせやクレーム、
　　　　　業界全体に対する差別や偏見、
　　　　　スタッフに対する差別や偏見（掛け持ちアル
　　　　　バイトが「ライブハウスで働いている」という
　　　　　理由で、他の勤務先を解雇された 等） 他



設問30

６月１３日に公表された「ライブホール、ライブハウスにおける 新型コロナウイルス感染拡大
予防ガイドライン」で示された感染症対策について、どの程度実践出来ると思いますか。すでに
営業再開している方は、どの程度実践していますか。

すべては難しいがほとんど実践でき
ると思う、またはできている
半分程度なら実践できると思う、
またはできている
一部のみ実践できると思う、
またはできている
すべて実践できると思う、
またはできている
まったく実践できないと思う、
またはできていない
ガイドラインに沿った営業は行わな
い予定、または行っていない
ガイドラインを読んでいない
その他
無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧
⑨

① ② ③ ⑤④

49 44

11

175

102

⑥ ⑦ ⑨⑧

9 3 6 11



設問31

設問 30 で「すべて実践できると思う、またはできている」以外を選択した方にお尋ねします。
実践が難しいと感じていることはなんですか（複数回答可）

公演主催者及び来場者の対人距離の確保
公演中の出演者のマスク・フェイスガードの着用
公演中の出演者同士の対人距離の確保
来場者の会話や大声による発生を控えるよう促すこと
出演者（ステージ）と観客（客席）の距離の確保、また
は出演者からの飛沫対策（アクリル板の設置など）
オンラインチケットの販売やキャッシュレス決済の導入
従前の50%以下を目安とした来場者の人数制限
会場内の常時換気
公演ごとの来場者の氏名及び緊急連絡先の把握と名簿の
作成
公演主催者及び来場者へのマスク・フェイスガード着用
の呼びかけ
会場内の小まめな消毒
会場入り口すべてへの消毒液設置
その他

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨

⑩

⑪
⑫
⑬

① ② ③ ⑤④

155
128 125

194
164

⑥ ⑦ ⑨⑧

102 98
87 73

⑩ ⑪ ⑫ ⑬

48
30

15 11



設問32

今の状態が続いた場合、今後のライブハウス／クラブ運営の見通しを教えてください。

1ヶ月もつかわからない
3ヶ月もつかわからない
半年もつかわからない
1年もつかわからない
今のところ大丈夫
無回答

①
②
③
④
⑤
⑥

1%
15%
44%
31%
7%
2%

②

③

④

⑤

⑥ ①



設問34

今後、ライブハウス／クラブの基金や共済が創立された場合、登録したいと思いますか。

内容や条件による
登録したい
わからない
登録したいと思わない
無回答

①
②
③
④
⑤

52%
37%
10%
1%
0%

①
②

③

④ ⑤



設問36 (1/2)

現在の状況や今後の営業について抱えている課題や問題点、また行政の対応についてなど、感じ
ていることや考えていることなどを自由に記入してください（一部のみ抜粋して掲載）

新様式と営業形態の変容はやむを得ないと考え、４月
～５月の段階では、同形態での営業再開後「年内に以
前の売り上げの50%を目指したい」意向であったが、
それすら叶いそうにない現状を受け、どこまで下方修
正を試みることができるか？を心底悩んでおり、事態
収束の時期と程度によっては事業自体もしくは自身進
退にリセットをかける必要性も視野に入れています。

私たちの職種に限ったことではなく、事業者が恐れて
いるのは、感染者が出ること、クレームや風評被害が
起きること。この二点だと思います。感染者数が増え
るたびに、不要不急の外出は避けるよう会見で呼びか
けられ、その度にイベントはキャンセルになり、客足
が極端に減る。それに対する補償もない。この事実を
行政やメディアはどこまで認識して報道しているのか
疑問に感じています。感染者が出れば吊し上げられ非
難される。一番怖いのは分断なんですよね。コロナウ
イルスと国政が元凶となり、様々な分断が起きている。
乗り越えるすべは、争いでも、相互監視でもなく、安心。
そのためにも国政がやるべきは、セーフティネットを
設けて安心を用意することだと思います。この国に暮
らす全ての人が安心できる国政を切に願います。GO 
TO トラベルにしてもそうですが、なぜ行政は、困っ
ているひとをただ救済する政策を出来ないのか。「経
済の回復＝市民に何かやらせる」これが、そもそも実
情と合ってないと感じています。行政には補償ととも

に、PCR検査の無償化も訴えていきたいです。
支出の多くを寄付金や助成金などで賄っているので、
消費傾向が現状のままなら、補助や助成の期間を延長
して欲しいですね。

今のままでは一年持ちません。日本政策金融公庫から
はこれ以上の融資はできないと言われており、9 月末
に他金融機関のリスケが終了するのでそちらの金融機
関に新たに融資を申し込みます。持続化補助金で配信
機材を　購入しますが、岡山のアーティストによる配
信は売上が見込めないのが現状です。地方だとゲスト
を招いての配信が難しく東京からの配信を受けプロ
ジェクターに映しての営業を考え、補助金でプロジェ
クターを導入しようと応募しましたが落選しました。
持続化補助金で配信機材は採択されましたが、配信機
材に対してカメラ、パソコンなどはいまだ補助される
かわかりません。
現在夜のクラブ営業のみ再開していますが、ライブ営
業の方は見通しが立っていません。6 月に岡山ライブ
ハウスの　組合を作り現在岡山市と一緒にガイドライ
ンを作成していますが最近の感染者の増加でなかなか
進みません。

雇用調整助成金が 9 月末で終わったあとの 10 月以
降に売上が戻らない中で、アルバイトやスタッフの給
料の補償はできない。でも労働基準法で解雇すること

もできない板挟みの状態。雇用調整助成金の延長の議
論が遅すぎる。すでに 10 月以降の助成金なしのこと
を踏まえて、すでに閉店を決めてしまった等の事例や、
経営継続を決めても転職を決めたスタッフが戻ってこ
ない等も起きうる。
ほとんどのライブハウスを運営している店舗は賃貸借
契約の解約をしてもの申入れから 6ヶ月は賃料がか
かるので、　半年先の営業状況を考えて判断しないと
いけないので、せめて雇用調整助成金は無期限の延長
とし自粛が完全になくなった状態で助成金支給を打ち
切りという形が最低限必要。

現在配信ライブをやってみようと思っています。しか
しそれもカメラの購入や編集ソフト、ケーブル類、お
金がかかることですし、経験のないことなのでうまく
できるか心配もあります。宣伝もしっかりできるか不
安です。
バースペースのほうも地元に感染者が出てからさらに
客足がなくなり本当に厳しい状況です。どんなに予防
策をとってもお客様に絶対に安心ですとは言えません
ので大変です。その中で今後はコロナありきでやって
いかなくてはならないと思いますが、ライブハウスは
その中でも厳しい状況だと思ってます。特に私どもの
ような小さな箱だとソーシャルディ　スタンスを保っ
てのイベント開催はチケット収入がほとんど取れませ
ん。

元々稼げない業種でしたが４か月赤字続きで意地だけ
で続けています。ライブハウスのほとんどがその状況。
そろそろ心が折れそうです。

感染拡大防止には積極的に協力をしたい。でもこのま
まではライブハウス営業には限界があります。地方で
もライブハウスは大切な場です。ライブハウスでの楽
しみがあることで日々の生活を乗り越えていたり、各
地から福島に足を運んで下さるお客様もいます。全国
のライブハウスがどうかこの難局を乗り切れるよう、
行政には支援をお願いしたいです。
　
もう限界値に来ている。

もうどうしたらいいかわからない
　
とにかく、行政の支援の申請作業が大変過ぎて、経営・
営業の作業時間を削らねばならない。
ゼロリスクでの営業は不可能。なので、このガイドラ
インにそって営業すれば　「リスクはあるが社会貢献
度は十分とみなして営業可能」や、「詳細情報は報道
発表しない」などを確約を取り決めてほしい。
行政は
　・どんな対策をしても感染の可能性はある
　・その中で営業を推進
　・ガイドラインに沿っていれば救済措置
を提示する事が責務。

スタッフのライブハウス離れも進んでいるが、求人し
ても生活を支えてあげられるほどお仕事をあげられな
いので求人も難しい

クラウドファンディング、ライブ配信などの自助努力
は、もともとのオンラインでの発信力の差、知名度の
差がダイレクトに結果に反映してくる。地方と都市部
での格差（映像技術をもったクリエイター、オペレイ
ターの確保や、発信力のあるアーティストの確保、機
材の調達など）も大きく反映される。オンラインを中
心とした自助努力でなんとか状況を切り抜けて頑張ろ
う！というのは音楽ファンの心には響くものはあり、
一時的な支援のムードは沸き起こるが、その継続性も
難しい。行政は業種名指しをした責任として、真水の
給付を行うべき。

ガイドラインに沿ってライブを開催してよいと言われ
ても日々感染が拡がっていく中でなかなかライブの開
催を決断することができない。7 月前半にガイドライ
ンに沿ってライブを開催してみて、アクリル板越しで
あってもライブができたという安堵感があったが、そ
の後同じ市内で感染された方が出た為地元の方に心配
をかけることのないようまた休業している。
地方では相変わらず感染者の噂に絶えず、もしまたラ
イブハウスから感染者が出たとなったら店を畳むしか
ない。なんとか感染拡大の押さえ込みができなければ
営業の再開は難しいと思っている。
ガイドライン通りでライブを開催しても仕事柄ライブ
ハウスに出入りしないよう言われていたり、テレビで
あれだけライブハウスがと言われてお客様も不安が拭
えない。知る限りのライブハウスは休業やガイドライ
ンに沿った営業で感染拡大しないよう何ヶ月も努めて
いるのにこんなに感染が拡がってしまったらライブど
ころではない。

お客さんや出演者が、今後ライブハウスに対しての感
染に対する警戒心が早い段階で払拭できるのかどうか
懸念しています。そこが改善されない限り従来の通常
営業にはほど遠く、運営が厳しい状況は変わらないと
考えます。
行政に対しては、後手後手に感じる給付金等の補助対
策を、先手で行って欲しい。（店舗が閉店した後では
どんな対策も無意味）

7 月から有観客でのイベントを再開しましたが、イベ
ントを組むにあたって、県外のアーティストさんを迎
えてでのイベントは県をまたぐ移動を考えると難しい
と感じており、地元バンドのみでのイベントを中心に
組んでまいりました。
ですが、もともと地元バンドの数が決して多いとは言
えず、地元バンド中心でのイベントを組むのにも本数
に限界があるのと、仕事をしながらのアーティストさ
んも多く、職場からライブハウスへの出入りを制限さ
れているなどの問題もあり、イベントを組むのにとて
も苦戦している状況です。
今後も引き続きやれることからやってみて様子を見な
がら営業をしていけたらと思っておりますが、最近の
感染者数の数などを考えると、アーティストの皆様と
お客様の不安が 100% 取り除けない状況下でこれを
続けていくことに難しさをとても痛感しております。



設問36 (2/2)

新様式と営業形態の変容はやむを得ないと考え、４月
～５月の段階では、同形態での営業再開後「年内に以
前の売り上げの50%を目指したい」意向であったが、
それすら叶いそうにない現状を受け、どこまで下方修
正を試みることができるか？を心底悩んでおり、事態
収束の時期と程度によっては事業自体もしくは自身進
退にリセットをかける必要性も視野に入れています。

私たちの職種に限ったことではなく、事業者が恐れて
いるのは、感染者が出ること、クレームや風評被害が
起きること。この二点だと思います。感染者数が増え
るたびに、不要不急の外出は避けるよう会見で呼びか
けられ、その度にイベントはキャンセルになり、客足
が極端に減る。それに対する補償もない。この事実を
行政やメディアはどこまで認識して報道しているのか
疑問に感じています。感染者が出れば吊し上げられ非
難される。一番怖いのは分断なんですよね。コロナウ
イルスと国政が元凶となり、様々な分断が起きている。
乗り越えるすべは、争いでも、相互監視でもなく、安心。
そのためにも国政がやるべきは、セーフティネットを
設けて安心を用意することだと思います。この国に暮
らす全ての人が安心できる国政を切に願います。GO 
TO トラベルにしてもそうですが、なぜ行政は、困っ
ているひとをただ救済する政策を出来ないのか。「経
済の回復＝市民に何かやらせる」これが、そもそも実
情と合ってないと感じています。行政には補償ととも

に、PCR検査の無償化も訴えていきたいです。
支出の多くを寄付金や助成金などで賄っているので、
消費傾向が現状のままなら、補助や助成の期間を延長
して欲しいですね。

今のままでは一年持ちません。日本政策金融公庫から
はこれ以上の融資はできないと言われており、9 月末
に他金融機関のリスケが終了するのでそちらの金融機
関に新たに融資を申し込みます。持続化補助金で配信
機材を　購入しますが、岡山のアーティストによる配
信は売上が見込めないのが現状です。地方だとゲスト
を招いての配信が難しく東京からの配信を受けプロ
ジェクターに映しての営業を考え、補助金でプロジェ
クターを導入しようと応募しましたが落選しました。
持続化補助金で配信機材は採択されましたが、配信機
材に対してカメラ、パソコンなどはいまだ補助される
かわかりません。
現在夜のクラブ営業のみ再開していますが、ライブ営
業の方は見通しが立っていません。6 月に岡山ライブ
ハウスの　組合を作り現在岡山市と一緒にガイドライ
ンを作成していますが最近の感染者の増加でなかなか
進みません。

雇用調整助成金が 9 月末で終わったあとの 10 月以
降に売上が戻らない中で、アルバイトやスタッフの給
料の補償はできない。でも労働基準法で解雇すること

もできない板挟みの状態。雇用調整助成金の延長の議
論が遅すぎる。すでに 10 月以降の助成金なしのこと
を踏まえて、すでに閉店を決めてしまった等の事例や、
経営継続を決めても転職を決めたスタッフが戻ってこ
ない等も起きうる。
ほとんどのライブハウスを運営している店舗は賃貸借
契約の解約をしてもの申入れから 6ヶ月は賃料がか
かるので、　半年先の営業状況を考えて判断しないと
いけないので、せめて雇用調整助成金は無期限の延長
とし自粛が完全になくなった状態で助成金支給を打ち
切りという形が最低限必要。

現在配信ライブをやってみようと思っています。しか
しそれもカメラの購入や編集ソフト、ケーブル類、お
金がかかることですし、経験のないことなのでうまく
できるか心配もあります。宣伝もしっかりできるか不
安です。
バースペースのほうも地元に感染者が出てからさらに
客足がなくなり本当に厳しい状況です。どんなに予防
策をとってもお客様に絶対に安心ですとは言えません
ので大変です。その中で今後はコロナありきでやって
いかなくてはならないと思いますが、ライブハウスは
その中でも厳しい状況だと思ってます。特に私どもの
ような小さな箱だとソーシャルディ　スタンスを保っ
てのイベント開催はチケット収入がほとんど取れませ
ん。

元々稼げない業種でしたが４か月赤字続きで意地だけ
で続けています。ライブハウスのほとんどがその状況。
そろそろ心が折れそうです。

感染拡大防止には積極的に協力をしたい。でもこのま
まではライブハウス営業には限界があります。地方で
もライブハウスは大切な場です。ライブハウスでの楽
しみがあることで日々の生活を乗り越えていたり、各
地から福島に足を運んで下さるお客様もいます。全国
のライブハウスがどうかこの難局を乗り切れるよう、
行政には支援をお願いしたいです。
　
もう限界値に来ている。

もうどうしたらいいかわからない
　
とにかく、行政の支援の申請作業が大変過ぎて、経営・
営業の作業時間を削らねばならない。
ゼロリスクでの営業は不可能。なので、このガイドラ
インにそって営業すれば　「リスクはあるが社会貢献
度は十分とみなして営業可能」や、「詳細情報は報道
発表しない」などを確約を取り決めてほしい。
行政は
　・どんな対策をしても感染の可能性はある
　・その中で営業を推進
　・ガイドラインに沿っていれば救済措置
を提示する事が責務。

スタッフのライブハウス離れも進んでいるが、求人し
ても生活を支えてあげられるほどお仕事をあげられな
いので求人も難しい

クラウドファンディング、ライブ配信などの自助努力
は、もともとのオンラインでの発信力の差、知名度の
差がダイレクトに結果に反映してくる。地方と都市部
での格差（映像技術をもったクリエイター、オペレイ
ターの確保や、発信力のあるアーティストの確保、機
材の調達など）も大きく反映される。オンラインを中
心とした自助努力でなんとか状況を切り抜けて頑張ろ
う！というのは音楽ファンの心には響くものはあり、
一時的な支援のムードは沸き起こるが、その継続性も
難しい。行政は業種名指しをした責任として、真水の
給付を行うべき。

ガイドラインに沿ってライブを開催してよいと言われ
ても日々感染が拡がっていく中でなかなかライブの開
催を決断することができない。7 月前半にガイドライ
ンに沿ってライブを開催してみて、アクリル板越しで
あってもライブができたという安堵感があったが、そ
の後同じ市内で感染された方が出た為地元の方に心配
をかけることのないようまた休業している。
地方では相変わらず感染者の噂に絶えず、もしまたラ
イブハウスから感染者が出たとなったら店を畳むしか
ない。なんとか感染拡大の押さえ込みができなければ
営業の再開は難しいと思っている。
ガイドライン通りでライブを開催しても仕事柄ライブ
ハウスに出入りしないよう言われていたり、テレビで
あれだけライブハウスがと言われてお客様も不安が拭
えない。知る限りのライブハウスは休業やガイドライ
ンに沿った営業で感染拡大しないよう何ヶ月も努めて
いるのにこんなに感染が拡がってしまったらライブど
ころではない。

お客さんや出演者が、今後ライブハウスに対しての感
染に対する警戒心が早い段階で払拭できるのかどうか
懸念しています。そこが改善されない限り従来の通常
営業にはほど遠く、運営が厳しい状況は変わらないと
考えます。
行政に対しては、後手後手に感じる給付金等の補助対
策を、先手で行って欲しい。（店舗が閉店した後では
どんな対策も無意味）

7 月から有観客でのイベントを再開しましたが、イベ
ントを組むにあたって、県外のアーティストさんを迎
えてでのイベントは県をまたぐ移動を考えると難しい
と感じており、地元バンドのみでのイベントを中心に
組んでまいりました。
ですが、もともと地元バンドの数が決して多いとは言
えず、地元バンド中心でのイベントを組むのにも本数
に限界があるのと、仕事をしながらのアーティストさ
んも多く、職場からライブハウスへの出入りを制限さ
れているなどの問題もあり、イベントを組むのにとて
も苦戦している状況です。
今後も引き続きやれることからやってみて様子を見な
がら営業をしていけたらと思っておりますが、最近の
感染者数の数などを考えると、アーティストの皆様と
お客様の不安が 100% 取り除けない状況下でこれを
続けていくことに難しさをとても痛感しております。


